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緑のコーディネーター通信   

 昨年からご案内しています「緑のコーディネーター意見交換会」が、いよ

いよ近まりました。緑のコーディネーター制度も４年になり、それぞれの団

体での活動を始め、地域や学校とも連携し、活動内容も充実してきました。 

 福岡市の花と緑のまちづくりのリーダーとして活躍されている“緑のコー

ディネーター”の皆さまの年に１度の意見交換会です。是非出席していただ

いて、更なるネットワークを広げて頂きたいと思います。  

 プロブラムはまず、４人の方にパワーポイントを使って活動報告をしてい

ただきます。 

 ①足立裕一郎さん…福岡グリーンヘルパーの会（九大元岡里山保全） 

 ②角銅久美子さん…みどりちかまる大作戦、片江市民緑地桜の保全 

 ③小寺福代さん…こども生け花教室 

 ④山口雅嗣さん…園芸基礎講座 

 次にグループに分かれて「ワールドカフェ」を行います。いままでの

「ワークショップ」とは尐し違いますのでお楽しみに♪ 

 最後にパネルディスカッションを行います。４人のパネラーの方に、今ま

での活動をふまえて、これからのコーディネーターのあり方を、お話してい

ただきます。  

 出欠の連絡をされてない方、欠席の連絡をされた方も当日の参加はＯＫで

す。多くの参加をお待ちしています。 

  

【緑のコーディネーター意見交換会】 

◆日時：平成２１年２月２１日（土） 

    １３時～１６時００分 

    （受付１２時３０分～） 

◆会場：“あいれふ”９階 大研修室 

   （福岡市中央区舞鶴２－５－１） 
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 記事投稿のしかた 

本誌に記事を載せたい方は

事務局にご連絡の上、記事

内容を書面（メール可）で

提出してください。記事の

量によっては、重要箇所の

みの掲載となります。活動

参加者募集等を行う場合

は、必ず連絡先、連絡方法

を明記してください。３月

号（３月２０日前後発行）

への投稿〆切日は３月１０

日です。それ以降の投稿は

４月号への掲載になりま

す。みんなが気持ちよく新

聞を利用できるようルール

を守りましょう。 

˧ ̝ К 

昨年の意見交換会の様子 
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 ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ♥ ǭȒἧǜȚǒȐǵ ǮǠƳƻ  
 １月２１日（水）片江夫婦桜の丘に於いて、緑のコーディネーターの山崎卙子さんのご指導により、ぼ

かし作りと、ぼかしを使って生ゴミの堆肥作りを体験しました。 

 小雨降る寒い日にも関わらず、１２名の参加者が持ち寄った生ゴミとぼかしを、あれこれ言いながらプ

ランターにまぜまぜして、最高の出来上がりを期待し帰途につきました。 

 ちょっと日にちが立ち過ぎましたが、２月4 日に出来具合をおそるおそる点検したところ、微生物が綺

麗に増殖していて、いい感じで出来つつありました。 

 生ゴミはリサイクルして利用する物だということを、学びました。 

 ḭ  ⁸ ᷂ ̝  
                     ҲḸף ƺ ˗ƻ 

ᶮ ἧ ᾴ ʝ ὂὐ  
                 ҲḸף ƺ ˗ƻ 

 ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʿ ἧǜȚǒȐǵ

ǮǠƳƻ 

 毎年春行われている、海の中道フラワーピクニッ

ク。今年も緑のコーディネーターが企画に参集しま

した。（柴田・藤田・山崎・江藤・嶋添・沖本・角

銅） 

 今年は「子ども達に花と緑を！」がテーマになっ

ています。どのような花壇をつくれば良いのか協議

した結果、今年は釜山・福岡友情年になっています

ので、この“わいわい花壇”で子ども達の交流の手

助けができれば…ということで、交流のある釜山の

緑のグループ花卉消費会の橋渡しで、釜山の植物勉

強会の子ども達から、福岡の子ども達に未来への

メッセージをデザインで表現してもらい、福岡の子

ども達が花壇をつくるという“わいわい友達花壇”

のビッグ計画が実現することになりました。 

 ワークショップは１時間半ぐらいの短い時間でし

たが、日頃の勉強の成果を発揮し、素晴らしい夢の

あるデザインができました。これを参集者が花をア

レンジし、３月１４日には、福岡市東区の千早西小

学校の子ども達が花植えをすることになりました。

当日は一般市民も多数参加することになり、今まで

にない子ども参加型の国際交流で“わいわい花壇”

が春の彩りをよりいっそう、楽しいものにしてくれ

そうです。 

 

釜山でのワークショップの子供たち 海の中道フラワーピクニック企画会議 

ぼかしを使っての生ゴミ堆肥作り 桜の手入れの勉強会 
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ƺ ǯ ǵȅǨǬǖȑӲ̝Ʋὄ ὰἧǒȐǵḸףǮǠƻ 

 １月23 日（金）鳥飼八幡宮で行われた現地検討会に参加しまし

た。現場は相撲の「九重部屋」のけいこ場になっていて、長年踏

み固められた土俵の横にあるエノキ・ムクノキに腐朽があり、緑

のコーディネーターで樹木医でもある、白石眞一氏を中心に調

査・診断が行われました。樹木のまわりに、土壌改良剤を入れた

り、枯れ枝を除去するなど、「人と同じで治療をすれば、回復し

ます」ということでした。樹木のもつ生命力に驚くばかりです。 

 これ以上踏み固められないように、樹木のまわりに、サツキを

植えて保護します。ちなみに土俵は室内に移されました。 

 Ў₮Ὗ ᷂ ̝  

 Ẏ̸  Ḹף   ҲḸף ƺ ˗ƻ 

 ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʿ ἧǜȚǒȐǵ

ǮǠƳƻ 

 緑ちかまる大作戦活動は、福岡市のエコ発する事業

の助成を受け、福岡市営地下鉄七隈線の駅舎入り口の

景観整備をしていますが、その過程でいろいろ楽しい

ことに発展しています。 

 七隈線で一番乗降客の多い薬院駅では、近くの「ク

ラーク記念国際高校」の生徒がサポーターの協力をし

てくれることになり、お返しに緑の授業をすることに

なりました。 

 1 月27 ・28 日の２日間、開講。第１日目は西日本

短大の岡本教授が「人と緑との関わり」、ＮＰＯ南畑

ダム貯水する会の山下氏が「今おかれている水の事

情」、見学者で釜山より緑のパートナーシップ調査に

きておられた、東亜大学の金教授が「釜山の百万坪公

園構想について」飛び入り講演。角銅が「花ば咲か

せた～いは？」。石井康子さんが「花と緑の景観

例」についてお話をしました。一般参観を交え、高

校生との交流は楽しいものでした。翌日は石井康子

さんの指導で「夢と希望と笑顔」をテーマに春を彩

るピンクや黄色の花で、コンテナ１５個を作成。学

園玄関に飾られ生徒さんの笑顔いっぱいの作品とな

りました。 

 薬院駅の保水性コンテナ寄贈者の福岡玄海ライオ

ンズクラブからは、生徒たちに青尐年育成の為の

チャリティーコンサート。世界的なサックス奏者Ｍ

ＡＬTA の招待券が贈られるという、緑の糸のご縁

つながりもできております。地下鉄つながりは面白

いです。 

 

岡本教授の講義 緑のパートナーシップ調査での金教授 

腐朽したエノキ 

ドリルで穴をあけ土壌改良剤を入れる 

玄関に飾られたコンテナ 

レジストグラフで空洞の診断 異物が入らないようにネットで予防 
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 ˉẎ ї Ҳ Ồ  
                 ҲḸף ƺ ˗ƻ 
ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ֦ ṲǜȚǒȐǵ ǮǠƳƻ 

 かねてから馬出地域で、老人クラブや地域住民の方々と交流していましたが、今回、九大病院と地域とを

緑と花で結びつける活動として、新しい団体を設立すべく活動を始めました。現在まで、７月に馬出公民館

での地元の方々と、東区の緑のコーディネーターの方々とプランターの花の寄せ植えを行い、１１月には馬

出老人クラブ連合会の方々が馬出小学校の１００周年記念行事として花植えを行うのに支援をしました。 

 一方その間、九大病院事務局とボランティア委員会と協議し、活動許可をいただきました。九大自体は西

区元岡に暫時移転していきますが、九大医学部と病院は現在地で移転しません。その為、古くなっている建

物を尐しずつ壊して建て替えています。現在、今の病院の正門も、地下鉄の入り口に近く、バス停にも近い

東門に移転するため工事を始めています。 

 私どもの活動しだいでは、もしその道路と歩道の間に花壇を設置できれば、新病院病棟と、東側正門と、

馬出公民館と、馬出小学校とを結びつける線が一段と近づくのではないかと思っています。 

（その間500m ） 

 今後の活動しだいでは、病院の中に私どもの花壇ができます。現在の正門の裏に枕木とレンガを置いて花

壇作りができるよう準備もしています。会合も何回か開き、老人会の役員の方々との話し合いで約２０名近

くの参加の了解を得ました。夏場の水やりを考えると、参加者はまだまだ必要です。今回地域参加者のご尽

力で、馬出まちづくり協議会より支援を受けて、公民館から小学校までの間の土壌改良と、花植え・プラン

ターの植え替えをします。 

  

 

 是非とも一度ご参加ください。定期的な作業日は第２木曜日と第４木

曜日の１０時～１１時半までと考えています。 

 九大病院は３月に入って花壇作りから始めたいと計画しています。

又、勤めていて、どうしても休みの土曜日か、日曜日にしか活動できな

い方は申し出てください。会としては、一般の会社勤めの方々の休日ボ

ランティア班を編成しようと各ボランティアセンターや経営者協会に交

渉しています。九大病院は他の病院内ボランティアと同じように、許可

証が要りますので早めに申し出てください。ご参加をお待ちしていま

す！現在緑のコーディネーターでの参加者は、柴田さん・園田さん・ 

長村さん・森本さん・金澤さん・帆足さん・古荘の８名です。 

馬出小学校100 周年記念行事、花植え支援 

九州大学病院 

正門移転のための工事 馬出公民館でプランターの寄せ植え 

２月２６日（木）馬出公民館に１０時集合で作業を行います。 

 今年も╫福岡市森と緑のまちづくり協会では“花と緑のまちづくり賞”を開催します。福岡市内で、花壇

や緑の景観を外部に公開されている団体・個人・企業の方はぜひ応募してください。チラシを３枚入れてい

ますので、ご近所やお友達にも配っていただきますようお願いいたします。推薦でもかまいませんが、その

時は対象者の許可をとってください。（写真が必要です）詳しくはチラシをご覧ください。 

 緑のコーディネーターさんのご協力をよろしくお願いいたします。 

ҹ  



 ƺ֝ ș֞ǘǭǋǦǧǋǦ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶὟῴ

ǜȚǵ ǮǠƳƻ 

 取材は、ガーデニングを初めてする人の為の内容でした。

自宅で1 時間30 分程度質問に応じて話をしました。自宅に植

えている果物や野菜もみてもらいました。 

 ベランダで作る野菜栽培についての質問が多かったのです

が、野菜栽培には向いていない時期で、種まきから育てるに

はスプラウトの栽培等。コンテナガーデンとしては、ペット

ボトルを利用した容器や、いちごパックの再利用など、環境

に配慮したミニ野菜栽培の話をしました。 

【事務局より】  

 1 月に「ゼロからの園芸」というタイトルで3 回に分けて掲

載されました。 

 １月４日  ①ベランダで根つきネギ 

 １月１１日 ②ペットボトルが植木鉢 

 １月１８日 ③簡単収穫「スプラウト」 

春から「種まきから始めるシリーズ」が始まります。種まき

なら私が…と思われる方はぜひ知恵を貸してください。 

 読売新聞の方が取材に行かれますので記事を書く必要はあ

りません。 

取材を受けて頂ける方は、╫福岡市森と緑のまちづくり協会 

安重までご連絡ください。 

  TEL:822 - 5832    FAX822 - 5848  

    Eメール：anjyu.t@mori - midori.com  

Ṹ     
 

１月１１日の掲載記事 

 ῎⁸ ᶸ Ḹ ͑  

 植物園では、「第１１回福岡市植物園蘭展」を開催いたします。 

平成１１年３月に第１回目を開催して以来、多くの市民の皆さんに親

しまれています。 

 皆様のお越しをお待ちしています。 

開催日：３月１４日（土）～３月２２日（土）※３月１６日は閉園日 

内 容：・ランの展示 

    ・ハンギングバスケット作品の展示 

    ・ランの販売・育成相談 

    ・花と緑の販売・庭作り相談 

    ・チャリティーオークション  

       ３月２２日（日）14 ：00 （予定）～ 

主 催：福岡市（植物園） 

共 催：╫福岡市森と緑のまちづくり協会 

協 力：福岡洋ラン会、福岡蘭会、西日本えびね協会 

    扶桑蘭協会、福岡押し花工芸愛好会 

    日本ハンギングバスケット協会九州支部 

    福岡市園芸協力会、╨福岡市造園建設協会 

☆植物園ホームページ 

    http://botanical - garden.city.fukuoka.lg.jp/  


